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マ
ー
ケ
ッ
ト
を
読
むM

arketT
rends

A
nalysis

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版

アルミ二次合金

8
月
出
荷
3
カ
月
連
続
減

ダ
イ
カ
ス
ト
減
な
ど
響
く

日本軽金属

固
体
水
素
化
ホ
ウ
素
ナ
ト
リ
ウ
ム

固
体
水
素
化
ホ
ウ
素
ナ
ト
リ
ウ
ム

新
製
法
で
合
成
に
成
功

フジクラ

Ｒ
Ｅ
100
加
盟
を
発
表

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
へ
加
速

11
月
に
創
立
30
周
年
講
演
会

メ
タ
ル
研
「
非
鉄
の
役
割
・
展
望
」

ＧＢＡセッション
東京で11日開催

環境省

シ
ー
テ
ッ
ク
2019
に

日
本
ガ
イ
シ
出
展

15
―
18
日
開
催

日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
協
会
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
、
8
月
の
二
次
地
金
と
二
次
合
金
な
ど
の
出
荷
量

は
前
年
同
月
比
6
・
3
％
減
の
5
万
8
9
2
7
㌧
と
、
3
カ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。
板
や
押
出
は
昨

年
の
落
ち
込
み
に
よ
る
反
動
増
な
ど
か
ら
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
が
、
ダ
イ
カ
ス
ト
や
鋳
物
の
減
少
が
響
い
た
。

生
産
量
は
4
・
2
％
減
の
5
万
7
4
0
6
㌧
と
、
8
カ
月
連
続
で
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。
自
動
車
の
国
内

生
産
台
数
が
2
カ
月
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
こ
と
が
響
い
た
。

板
は
前
年
同
月
比
1
・

8
％
増
の
4
3
6
2
㌧

と
、
4
カ
月
ぶ
り
の
プ
ラ

ス
と
な
っ
た
。
昨
年
か
ら

の
反
動
増
と
み
ら
れ
る
。

昨
年
は
下
落
基
調
が
鮮
明

だ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
金
属
取

引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
の
ア
ル

ミ
相
場
だ
が
、
今
年
は
レ

ン
ジ
相
場
が
続
い
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
一
部
で

ア
ル
ミ
缶
再
生
地
金
（
Ｒ

Ｓ
Ｉ
）
の
引
き
合
い
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
全

般
的
に
需
要
は
さ
え
な
か

っ
た
。

押
出
は
、
1
年
2
カ
月

ぶ
り
に
前
年
同
月
比
プ
ラ

ス
と
な
っ
た
。
8
月
は
2

・
0
％
増
の
1
6
8
8

㌧
。
昨
年
に
対
前
年
同
月

比
15
・
9
％
減
と
大
き
く

落
ち
込
ん
だ
反
動
増
と
み

ら
れ
る
。

産
業
部
門
別
の
出
荷
を

見
る
と
、
主
力
の
ダ
イ
カ

ス
ト
は
前
年
同
月
比
9
・

2
％
減
の
3
万
1
5
9
2

㌧
に
と
ど
ま
っ
た
。
鋳
物

は
4
・
5
％
減
の
1
万
4

4
5
6
㌧
だ
っ
た
。

原
料
の
総
受
入
量
は
前

年
同
月
比
6
・
2
％
減
の

7
万
7
5
4
8
㌧
と
、
4

年
3
カ
月
ぶ
り
の
低
水
準

に
と
ど
ま
っ
た
。
メ
ー
カ

ー
の
生
産
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
こ
と
や
、
盆
休
み
な

ど
で
稼
働
日
が
少
な
か
っ

た
こ
と
が
影
響
し
た
よ
う

だ
。
新
地
金
が
前
年
同
月

比
8
・
3
％
増
の
5
1
3

4
㌧
と
、
原
料
の
一
部
を

地
金
で
手
当
て
す
る
動
き

も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

合
金
く
ず
板
系
統
は
前
年

同
月
比
6
・
6
％
減
の
2

万
7
1
6
3
㌧
、
合
金
く

ず
鋳
物
系
統
は
9
・
8
％

減
の
1
万
8
8
7
0
㌧
、

ベ
ー
ス
メ
タ
ル
は
9
・
9

％
減
の
9
1
1
6
㌧
、
ア

ル
ミ
く
ず
は
1
・
0
％
減

の
6
3
9
4
㌧
、
ド
ロ
ス

・
灰
は
0
・
3
％
減
の
5

7
0
9
㌧
と
、
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
た
。

上
期
の
市
況
は
米
中
貿
易
摩
擦

の
激
化
な
ど
で
市
場
全
体
の
セ
ン

チ
メ
ン
ト
が
悪
化
す
る
中
、
フ
ァ

ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
は
材
料
視
さ
れ

ず
に
売
り
込
ま
れ
た
面
が
強
い
。

2
0
1
9
年
の
世
界
需
給
は
依
然

と
し
て
若
干
の
供
給
不
足
に
な
り

そ
う
で
、
Ｌ
Ｍ
Ｅ
と
上
海
先
物
取

引
所
を
合
わ
せ
た
在
庫
は
足
元
1

2
0
万
㌧
台
ま
で
減
少
し
て
お

り
、
こ
れ
は
過
去
10
年
で
見
て
も

低
水
準
だ
。

ア
ル
ミ
地
金
の
生
産
コ
ス
ト
が

ト
ン
1
7
0
0
―
1
9
0
0
㌦
あ

た
り
と
考
え
れ
ば
、
足
元
の
1
7

0
0
㌦
台
で
は
コ
ス
ト
割
れ
の
製

錬
所
も
多
い
と
み
ら
れ
る
。
下
期

も
上
期
と
同
様
に
1
7
0
0
㌦
付

近
で
は
底
堅
い
と
予
想
す
る
。

一
方
で
直
近
の
需
要
自
体
は
ア

ジ
ア
、
欧
米
と
も
総
じ
て
弱
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
ル
ノ
ル
テ
、
ア
ル

ブ
ラ
ス
の
減
産
解
除
や
、
中
東
リ

ス
ク
の
高
ま
り
と
い
っ
た
弱
材
料

も
あ
る
。
米
中
協
議
の
進
展
な
ど

で
景
況
の
不
透
明
感
が
払
し
ょ
く

さ
れ
る
材
料
が
出
れ
ば
4
月
の
高

値
1
9
0
0
㌧
台
に
近
い
レ
ベ
ル

へ
戻
す
可
能
性
は
あ
る
が
、
2
0

0
0
㌦
を
上
抜
け
る
よ
う
な
力
強

さ
に
は
欠
け
る
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
の
3
カ

月
物
は
、
ト
ン
1
7
0
0
―
2
0

0
0
㌦
を
予
想
す
る
。
今
が
底
値

圏
と
み
る
が
、
上
値
を
試
す
強
材

料
が
見
当
た
ら
な
い
。

世
界
に
お
け
る
需
給
格
差
を
見

る
と
、
中
国
の
減
産
な
ど
を
背
景

に
足
元
で
供
給
不
足
が
拡
大
し
て

い
る
。
1
―
6
月
の
一
次
ア
ル
ミ

消
費
は
前
年
比
4
・
0
％
増
だ

が
、
生
産
は
3
・
5
％
増
に
と
ど

ま
る
。

引
き
続
き
、
需
給
の
引
き
締
ま

っ
た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か

し
、
供
給
面
が
相
場
を
支
え
る
だ

ろ
う
が
、
押
し
上
げ
る
ほ
ど
需
要

面
が
強
く
な
い
。
中
国
経
済
の
減

速
な
ど
先
々
の
景
気
は
良
く
な
い

と
み
ら
れ
、
弱
い
需
要
見
通
し
か

ら
供
給
不
足
で
あ
っ
て
も
ア
ル
ミ

の
上
値
は
重
そ
う
だ
。

価
格
を
見
れ
ば
今
の
1
7
0
0

㌦
付
近
は
2
0
1
4
年
に
い
っ
た

ん
下
げ
止
ま
っ
た
水
準
で
も
あ

り
、
良
い
と
こ
ろ
ま
で
調
整
が
入

っ
た
と
の
印
象
を
持
つ
。
た
だ
ア

ル
ミ
市
場
へ
の
資
金
流
入
は
期
待

し
づ
ら
い
。
そ
こ
ま
で
米
景
気
が

悪
く
な
い
中
で
追
加
利
下
げ
が
行

わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
投
機
資
金

は
株
式
市
場
に
向
か
う
だ
ろ
う
。

日
本
軽
金
属
（
本
社
＝

東
京
都
品
川
区
、
岡
本
一

郎
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

産
業
技
術
総
合
研
究
所
と

共
同
で
、
ホ
ウ
砂
と
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
を
用
い
た
水
素

化
反
応
に
よ
る
固
体
水
素

化
ホ
ウ
素
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
Ｓ
Ｂ
Ｈ
）
の
新
し
い
合

成
方
法
の
開
発
に
成
功
し

た
と
発
表
し
た
。
静
岡
県

先
端
企
業
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業
の
助
成
を

受
け
て
開
発
。
今
後
は
量

産
技
術
を
確
立
し
、
ケ
ミ

カ
ル
剤
市
場
へ
の
新
規
参

入
を
目
指
す
。

Ｓ
Ｂ
Ｈ
は
強
い
還
元
作

用
を
持
つ
ケ
ミ
カ
ル
剤
。

既
存
の
工
業
製
法
で
は
、

反
応
性
が
高
く
危
険
な
金

属
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
主
原
料

と
し
、
精
製
に
ア
ン
モ
ニ

ア
を
用
い
る
た
め
高
コ
ス

ト
の
薬
剤
と
な
っ
て
い

る
。
新
製
法
で
安
価
に
大

量
生
産
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。

使
用
後
は
メ
タ
ホ
ウ
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
に
な
る
が
、

新
製
法
で
Ｓ
Ｂ
Ｈ
に
再
生

で
き
る
こ
と
を
実
験
で
確

認
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
3
カ
月
物
は
、
ト
ン
1
7

0
0
―
1
9
0
0
㌦
を
予
想
す

る
。
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
投
機
筋

の
買
い
戻
し
が
入
る
か
に
も
よ
る

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
瞬
間
的
に

2
0
0
0
㌦
の
大
台
を
試
す
場
面

も
あ
り
得
る
。

基
本
的
に
は
ア
ッ
プ
サ
イ
ド
と

み
る
。
来
年
の
大
統
領
選
挙
を
前

に
米
国
が
無
理
に
景
気
を
作
り
に

い
く
可
能
性
が
あ
る
た
め
だ
。
米

国
が
利
下
げ
の
方
向
性
を
明
ら
か

に
す
る
な
ど
の
強
材
料
が
出
て
く

れ
ば
上
昇
が
期
待
で
き
る
。
投
機

筋
に
よ
る
ア
ル
ミ
の
売
り
越
し
は

記
録
的
な
水
準
と
な
っ
て
お
り
、

フ
ァ
ン
ド
の
決
算
期
に
向
け
買
い

戻
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

昨
年
に
米
中
貿
易
戦
争
が
始
ま

る
と
、
非
鉄
金
属
は
投
機
筋
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
が
売
り
越
し
と
な
っ

た
。
今
年
に
入
り
景
気
刺
激
策
へ

の
思
惑
が
浮
上
し
大
き
く
買
い
戻

さ
れ
た
が
、
再
び
米
中
貿
易
戦
争

が
激
し
く
な
っ
た
5
月
ご
ろ
か
ら

売
ら
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
上
昇
の
前
に
、
い
っ

た
ん
下
押
す
と
は
み
て
い
る
。
英

国
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
は

無
視
で
き
な
い
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
ア
ル
ミ
3
カ
月
物
は
、
ト

ン
1
7
0
0
―
2
0
0
0
㌦
を
予

測
す
る
。
半
年
前
の
予
想
時
か
ら

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
先
進

国
や
中
国
な
ど
で
自
動
車
販
売
台

数
の
落
ち
込
み
が
顕
著
な
こ
と
。

ア
ル
ミ
需
要
の
減
少
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。
逆
に
、
ア
ル
ミ
相
場

が
下
落
ト
レ
ン
ド
継
続
中
で
あ
る

こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

相
場
は
基
本
的
に
予
測
レ
ン
ジ

の
下
限
で
あ
る
1
7
0
0
―
1
9

0
0
㌦
で
推
移
し
そ
う
だ
。当
初
、

今
年
の
ア
ル
ミ
需
給
は
供
給
不
足

と
の
見
通
し
だ
っ
た
が
足
元
の
需

給
は
フ
ラ
ッ
ト
の
方
向
と
み
る
。

自
動
車
販
売
台
数
の
落
ち
込
み
に

よ
る
ア
ル
ミ
需
要
減
が
大
き
い
。

需
給
悪
化
だ
け
で
な
く
、
ア
ル

ミ
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
改
善
が

見
ら
れ
な
い
。
米
中
貿
易
摩
擦
や

英
国
の
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）離
脱
、

世
界
的
な
景
気
減
速
懸
念
な
ど
の

不
透
明
感
は
、
依
然
と
し
て
半
年

前
か
ら
く
す
ぶ
っ
た
ま
ま
だ
。

自
動
車
販
売
台
数
の
さ
ら
な
る

落
ち
込
み
に
加
え
、
中
東
を
巡
る

地
政
学
的
リ
ス
ク
が
さ
ら
に
悪
化

す
れ
ば
、
予
測
レ
ン
ジ
を
下
回
る

こ
と
も
あ
り
得
る
。

フ
ジ
ク
ラ
は
7
日
、
国

際
的
な
環
境
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
で
、
事
業
活
動
で
使
用

す
る
電
力
を
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
％
に
す

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
Ｒ

Ｅ
1
0
0
に
加
盟
し
た
と

発
表
し
た
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
進

め
、「
フ
ジ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
5

0
」
達
成
を
加
速
す
る
方

針
だ
。

Ｒ
Ｅ
1
0
0
は
世
界
で

最
も
影
響
力
の
あ
る
環
境

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
メ
ン
バ

ー
は
情
報
技
術
か
ら
自
動

車
製
造
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
事
業
を
展
開
。
ク

リ
ー
ン
な
経
済
へ
の
移
行

を
加
速
さ
せ
る
た
め
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
立
案
者
と

投
資
家
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
を
促
す
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

フ
ジ
ク
ラ
は
2
0
1
6

年
に
「
フ
ジ
ク
ラ
グ
ル
ー

プ
環
境
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
2

0
5
0
」
を
制
定
。
環
境

負
荷
の
最
小
化
に
向
け
、

工
場
Ｃ
Ｏ
2

排
出
総
量

「
2
0
5
0
年
ゼ
ロ
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
を
は
じ
め
工
場

の
水
使
用
の
最
小
化
と
排

水
管
理
、
工
場
の
人
と
自

然
の
共
生
、
資
源
の
有
効

活
用
と
資
源
循
環
に
取
り

組
む
と
し
て
い
る
。

日
本
メ
タ
ル
経
済
研
究

所
（
中
里
佳
明
会
長
〔
住

友
金
属
鉱
山
会
長
〕、川
口

幸
男
理
事
長
）
は
11
月
13

日
、
創
立
30
周
年
記
念
講

演
会
「
新
時
代
へ
向
け
た

非
鉄
金
属
産
業
の
役
割
と

展
望
―
第
4
次
産
業
革
命

や
自
動
車
産
業
の
大
変
革

期
に
向
け
て
―
」
を
東
京

・
六
本
木
で
開
催
す
る
。

非
鉄
金
属
産
業
に
関
わ
る

日
本
と
中
国
の
要
人
5
人

を
講
師
に
招
き
、
参
加
者

と
も
意
見
を
交
換
す
る
。

創
立
記
念
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
も
同
会
場
で
開
催
す

る
。日

本
か
ら
は
中
里
会

長
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
松

山
洋
司
調
達
本
部
副
本
部

長
、
経
済
産
業
省
の
大
東

道
郎
鉱
物
資
源
課
長
が
登

壇
す
る
。
中
国
か
ら
は
中

国
有
色
金
属
工
業
協
会
の

尚
福
山
副
会
長
、
銅
製
錬

大
手
の
東
営
方
圓
有
色
金

属
の
崔
志
祥
董
事
長
を
招

く
。
日
中
両
国
の
非
鉄
金

属
産
業
の
現
状
と
展
望
を

考
察
し
、
新
時
代
の
事
業

展
開
を
考
え
る
。

中
国
語
か
ら
日
本
語
へ

の
同
時
通
訳
あ
り
。

▽
日
時
＝
11
月
13
日
午

後
2
時
―
5
時
30
分
（
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
午
後
6

時
―
7
時
30
分
）

▽
会
場
＝
東
京
都
港
区

六
本
木
3
―
2
―
1
住
友

不
動
産
六
本
木
グ
ラ
ン
ド

タ
ワ
ー
9
階

べ
ル
サ
ー

ル
六
本
木
グ
ラ
ン
ド
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費
＝
メ
タ
ル
研

会
員
、
招
待
者
、
関
係
省

庁
、
大
学
は
無
料
。
非
会

員
は
1
人
1
万
円
（
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
代
込
み
）

（
正
会
員
・
賛
助
会
員
の

子
会
社
・
関
連
会
社
は
非

会
員
扱
い
）

▽
定
員
＝
2
3
0
人

▽
申
込
期
限
＝
10
月
18

日
▽
申
込
方
法
＝
メ
タ
ル

研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（htt

p
:
//w
w
w
.m
erij.

or.jp
/

）
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
開
催
概
要
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
3
枚
目
の

申
込
様
式
をikeda

@
m
erij.or.jp

かm
erij

@
m
erij.or.jp

へ
Ｅ

メ
ー
ル
、
も
し
く
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
03
―
5
5
4
5
―
7
5

0
5
へ

Ｌ
Ｍ
Ｅ
3
カ
月
先
物
の
予
想
レ

ン
ジ
は
ト
ン
1
7
0
0
―
1
9
0

0
㌦
で
上
期
に
比
べ
て
弱
含
み
で

推
移
す
る
。
焦
点
は
①
米
中
貿
易

戦
争
動
向
②
英
国
の
欧
州
離
脱
問

題
③
中
国
景
気
の
動
向
の
3
点
。

米
中
問
題
は
、
中
国
企
業
の
上

場
廃
止
や
米
国
の
対
中
証
券
投
資

の
制
限
を
米
財
務
省
報
道
官
が
否

定
し
て
お
り
、
米
中
の
閣
僚
級
協

議
が
10
月
第
2
週
に
開
か
れ
る
見

通
し
と
い
う
こ
と
も
あ
り
過
度
な

懸
念
は
後
退
し
た
。
た
だ
、
習
主

席
が
建
国
70
年
と
な
る
国
慶
節
で

米
国
を
牽
制
す
る
発
言
な
ど
、
早

期
解
決
の
可
能
性
は
な
い
。

英
国
関
連
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首

相
の
強
硬
姿
勢
が
「
合
意
な
き
離

脱
」
で
悪
影
響
を
懸
念
す
る
保
守

党
議
員
と
の
間
に
摩
擦
を
生
み
、

議
会
の
採
決
で
造
反
者
を
出
す
結

果
に
な
っ
た
。
一
方
、
7
月
の
党

首
選
で
同
氏
を
選
出
し
た
離
脱
派

の
党
員
た
ち
の
間
で
は
共
感
を
呼

ぶ
な
ど
混
乱
が
続
く
。

中
国
景
気
は
9
月
製
造
業
購
買

担
当
者
景
気
指
数
が
事
前
予
想
を

上
回
っ
た
こ
と
な
ど
明
る
い
材
料

は
あ
る
が
、
米
中
貿
易
戦
争
が
続

く
以
上
、
景
気
後
退
は
避
け
ら
れ

ず
、
じ
り
じ
り
景
気
後
退
す
る
。

下
期
の
金
国
際
相
場
は
ト
ロ
イ

オ
ン
ス
当
た
り
1
4
0
0
―
1
6

0
0
㌦
の
レ
ン
ジ
で
推
移
が
予
測

さ
れ
る
。
今
後
は
米
国
内
情
勢
次

第
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
再
選
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
、
対
応
を
取
る
か
に

よ
っ
て
変
化
し
て
く
る
だ
ろ
う
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
再
選
へ
の

自
信
を
深
め
、
国
内
外
の
問
題
に

正
攻
法
で
対
処
し
た
場
合
に
は
、

金
利
引
き
下
げ
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
相
場
へ
の
影
響
は
限
定
的
な

動
き
に
と
ど
ま
る
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
、
底
値
は
し
っ
か
り
と
し
た

動
き
が
予
測
さ
れ
、
1
4
0
0
㌦

は
固
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
再
選
を
不
安
視
し
、
イ
ラ

ン
や
中
国
と
の
紛
争
激
化
や
欧
州

や
日
本
と
の
貿
易
問
題
で
難
題
を

持
ち
出
し
始
め
る
と
、
世
界
経
済

の
先
行
き
を
不
安
視
す
る
見
方
が

広
が
り
、
金
相
場
も
1
7
5
0
㌦

ま
で
上
値
を
上
げ
る
可
能
性
が
出

て
く
る
。
年
内
に
は
動
き
が
鮮
明

に
な
っ
て
く
る
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
台
湾
製
造
業
に
お
け
る

内
需
に
つ
い
て
は
相
場
高
騰
で
中

堅
の
需
要
家
を
中
心
に
金
か
ら
代

替
品
に
切
り
替
え
る
動
き
が
見
ら

れ
る
。

環
境
省
は
8
日
、
グ
ロ

ー
バ
ル
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・

ア
ラ
イ
ア
ン
ス（
Ｇ
Ｂ
Ａ
）

に
関
し
、
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
同
省
に
よ
る
特

別
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
11
日
に

国
際
連
合
大
学
（
東
京
都

渋
谷
区
）
で
開
催
す
る
と

発
表
し
た
。
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
な
ど
の
高
性
能

バ
ッ
テ
リ
ー
の
原
料
で
あ

る
レ
ア
メ
タ
ル
に
関
わ
る

様
々
な
環
境
問
題
な
ど
に

つ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。
入
場

無
料
。

電
気
自
動
車
に
搭
載
す

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

な
ど
の
高
性
能
バ
ッ
テ
リ

ー
は
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
の
た
め
、
今
後
よ

り
一
層
の
普
及
拡
大
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。し
か
し
、

バ
ッ
テ
リ
ー
の
製
造
過
程

自
体
に
環
境
負
荷
が
あ
る

こ
と
や
、
原
料
で
あ
る
レ

ア
メ
タ
ル
の
採
掘
に
よ
る

環
境
破
壊
、
採
掘
の
際
の

児
童
労
働
な
ど
問
題
が
山

積
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

問
題
を
解
決
し
バ
ッ
テ
リ

ー
の
役
割
を
よ
り
強
化
さ

せ
る
た
め
に
、
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
民
・
官
・

国
際
機
関
な
ど
を
集
め
Ｇ

Ｂ
Ａ
を
立
ち
上
げ
、
今
回

趣
旨
に
賛
同
し
た
同
省
と

と
も
に
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
。

な
お
、
今
回
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
は
8
―
11
日
に
開
催

さ
れ
る
Ｇ
20
資
源
効
率
性

対
話
の
サ
イ
ド
セ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
行
わ
れ
る
。
参

加
申
し
込
み
は
、
10
日
ま

で
に
所
属
・
名
前
・
連
絡

先
を
明
記
の
上
、
電
子
メ

ー
ル
＝hairi-recycl

e@
env.go.jp

ま
で
。

日
本
ガ
イ
シ
は
、
15
―

18
日
に
幕
張
メ
ッ
セ
（
千

葉
市
）
で
開
催
さ
れ
る
Ｉ

ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

産
業
創
出
を
目
指
す
Ｉ
Ｔ

と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

国
際
総
合
展
「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
（
シ
ー
テ
ッ
ク
）
2

0
1
9
」
に
出
展
す
る
と

発
表
し
た
。
独
自
の
結
晶

配
向
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
板
を

使
用
し
た
小
型
・
薄
型
で

高
容
量
な
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
「
エ
ネ
セ
ラ
」
シ

リ
ー
ズ
や
窒
化
ガ
リ
ウ
ム

ウ
エ
ハ
ー
「
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｎ
」、

亜
鉛
二
次
電
池「
Ｚ
Ｎ
Ｂ
」

な
ど
を
紹
介
す
る
。

港別のLME非鉄金属在庫
（単位 :トン） 9月27日 10月4日
▽銅 264,425 285,600
デュバイ 0 0
アントワープ 550 550
ハンブルク 1,625 1,625
バルセロナ 0 0
ビルバオ 1,225 6,200
ハル 275 275
リバプール 800 800
レグホーン 0 0
トリエステ 14,950 16,450
仁川 50 50
光陽 4,400 5,125
釜山 60,175 65,750
ジョホール 850 850
クラン 1,100 1,100
ロッテルダム 81,300 93,825
ブリッシンゲン 750 750
ヘルシングボリ 0 0
シンガポール 5,875 5,875
ボルティモア 0 0
シカゴ 13,900 13,875
モービル 25 25
ニューオーリンズ 32,075 33,075
セントルイス 0 0
高雄 44,450 39,350
米パナマ 0 0
ムールデイク 50 50

▽アルミHG 927,475 964,225
アントワープ 5,975 5,975
ブレーメン 0 0
ハンブルク 14,975 14,175
バルセロナ 0 0
ビルバオ 9,850 9,575
ハル 0 0

リバプール 0 0
タイン＆ウェア 0 0
ジェノア 0 0
レグホーン 0 0
トリエステ 4,475 3,800
名古屋 0 0
横浜 0 0
釜山 1,900 1,775
光陽 40,350 57,150
仁川 200 200
ジョホール 106,600 108,575
クラン 433,525 430,525
ロッテルダム 158,275 156,775
ブリッシンゲン 39,225 39,225
ヘルシングボリ 0 0
シンガポール 106,200 130,575
ボルティモア 3,525 3,525
シカゴ 0 0
デトロイト 1,425 1,400
ロングビーチ 0 0
ロサンゼルス 0 0
モービル 0 0
ニューオーリンズ 875 875
セントルイス 0 0
米トレド 0 0
オーエンズボロ 0 0
高雄 100 100
ムールデイク 0 0
アムステルダム 0 0

▽ニッケル 157,986 125,688
デュバイ 9,966 8,964
アントワープ 312 312
ブレーメン 0 0
ハンブルク 0 0
バルセロナ 0 0
ビルバオ 0 0

ハル 0 0
リバプール 3,468 3,468
タイン＆ウェア 0 0
ジェノア 6 6
レグホーン 0 0
トリエステ 0 0
釜山 4,614 4,812
光陽 90 90
仁川 0 0
ジョホール 32,034 21,606
クラン 1,002 882
ロッテルダム 28,776 28,200
ブリッシンゲン 9,798 8,532
ムールデイク 15,564 16,500
ヘルシングボリ 0 0
シンガポール 20,244 12,372
ボルティモア 1,728 1,716
シカゴ 0 0
デトロイト 0 0
ロサンゼルス 0 0
モービル 0 0
ニューオーリンズ 378 378
セントルイス 0 0
米トレド 0 0
高雄 30,006 17,850
アムステルダム 0 0

▽鉛 69,650 69,100
デュバイ 0 0
アントワープ 12,100 11,600
ブレーメン 0 0
ハンブルク 0 0
バルセロナ 2,925 2,925
ビルバオ 4,250 4,250
ハル 0 0
リバプール 0 0
タイン＆ウェア 0 0

ジェノア 0 0
レグホーン 5,850 5,800
トリエステ 1,275 1,275
釜山 5,725 5,725
仁川 0 0
高雄 21,675 21,675
ジョホール 0 0
クラン 25 25
ムールデイク 1,650 1,650
ロッテルダム 11,800 11,800
ブリッシンゲン 2,375 2,375
ヘルシングボリ 0 0
シンガポール 0 0
ボルティモア 0 0
シカゴ 0 0
デトロイト 0 0
ロングビーチ 0 0
ロサンゼルス 0 0
モービル 0 0
ニューオーリンズ 0 0
セントルイス 0 0
米トレド 0 0

▽亜鉛 67,300 64,325
デュバイ 575 575
アントワープ 275 100
ハンブルク 25 25
ブレーメン 0 0
バルセロナ 0 0
ビルバオ 2,450 2,450
ハル 0 0
リバプール 0 0
タイン＆ウェア 0 0
ジェノア 0 0
レグホーン 0 0
トリエステ 0 0
ジョホール 8,100 8,100

クラン 0 0
ムールデイク 50 50
ロッテルダム 3,625 2,900
ブリッシンゲン 14,575 13,400
ヘルシングボリ 0 0
シンガポール 1,325 1,325
高雄 8,850 8,850
ボルティモア 0 0
シカゴ 0 0
デトロイト 0 0
ロングビーチ 0 0
ロサンゼルス 0 0
モービル 0 0
ニューオーリンズ 27,450 26,550
セントルイス 0 0
米トレド 0 0

▽錫 6,855 6,775
アントワープ 0 0
ハンブルク 0 0
バルセロナ 0 0
ビルバオ 0 0
ハル 0 0
リバプール 0 0
タイン＆ウェア 0 0
ジェノア 0 0
トリエステ 0 0
釜山 5 5
光陽 0 0
ジョホール 0 0
ポートクラン 2,520 2,555
ロッテルダム 100 100
ブリッシンゲン 0 0
シンガポール 2,980 2,880
ボルティモア 1,085 1,070
ロサンゼルス 0 0
モービル 0 0

ニューオーリンズ 0 0
高雄 165 165
アムステルダム 0 0

▽アルミ合金 6,780 6,340
アントワープ 1,100 1,060
ブレーメン 0 0
ハンブルク 0 0
バルセロナ 0 0
ビルバオ 0 0
ハル 0 0
リバプール 0 0
タイン＆ウェア 0 0
ジェノア 0 0
レグホーン 440 440
トリエステ 2,320 2,020
釜山 0 0
光陽 0 0
仁川 0 0
ジョホール 0 0
クラン 0 0
ロッテルダム 700 700
ブリッシンゲン 20 20
シンガポール 2,200 2,100
高雄 0 0
アムステルダム 0 0

▽北米特殊アルミ合金 65,180 63,760
ボルティモア 3,420 3,400
シカゴ 20,780 20,620
デトロイト 12,960 12,440
ロングビーチ 0 0
ロサンゼルス 0 0
モービル 760 760
ニューオーリンズ 27,240 26,520
オーエンスボロ 20 20
セントルイス 0 0
米トレド 0 0

（ＣＩＦ日本、純分99％、
キロ当たりドル）

10月8日 9月平均

酸化ランタン 2.40 2.40
酸化セリウム 2.40 2.40
酸化プラセオジム 55.00 55.00
酸化ネオジム 45.00 45.00
酸化サマリウム 2.35 2.35
酸化ユウロピウム 35.50 35.50
酸化テルビウム 570.00 570.00
酸化ジスプロシウム 270.00 270.00
酸化イットリウム 3.90 3.90
金属ネオジム 56.00 56.00
金属ジスプロシウム 370.00 370.00
金属プラセオジム・ 56.00 56.00
ネオジム

アルミ二次合金地金等生産
（単位 :㌧、％）
2019年
8月

前 年
同月比

生産計 57,406 �4.2
出荷計 58,927 �6.3

鋳物 14,456 �4.5
ダイカスト 31,592 �9.2
板 4,362 1.8
押出 1,688 2.0
鉄鋼 4,548 0.5
合金地金 2,075 �8.5

原料別使用量 受入 消費
新地金 5,134 4,249
ベースメタル 9,116 8,248
アルミくず 6,394 6,312
合金板系統 27,163 24,404
合金鋳物系統 18,870 18,186
ドロス・灰 5,709 5,372
金属ケイ素 3,104 2,819
その他 2,058 2,092
合計 77,548 71,682

橋本アルミ取締役

マーケット・リスク
・アドバイザリー
代表取締役

神戸製鋼所
アルミ・銅事業部門
原料部長

橋本健一郎氏

新村直弘氏

宮嶋渉氏

自動車販売減で需給悪化 アアルルミミ

米国内情勢次第、1400―1600㌦ 金金

底値圏も上値試す材料欠く アアルルミミ

アアルルミミ 1700―1900㌦で軟調地合い

アアルルミミ 基本的にはアップサイドへ

アアルルミミ 1700㌦付近で底堅い展開

ブ
ー
ス
イ
メ
ー
ジ

野村証券経済調査部
シニアエコノミスト

東京アルミセンター
社長

佳龍科技
広報担当兼
戦略アドバイザー

大越龍文氏

江川壮一氏

陸怡豪氏

19
年
度
下
期
市
況
見
通
し
④


